
Sekisui Chemical Integrated Report 2018

18

Foundation
価値創造の源泉となる経営資本 DataなどCorporate GovernancePerformance

カンパニーからの報告Introduction Message from 
President & CEO

特集

グローバルでの持続可能な社会実現のために、これまで以上に企業が貢献す
ることが求められています。そこで積水化学グループはこれまで実施してきた
環境経営と事業活動を統合した新たな経営への取り組みを開始しています。

持続可能な社会の実現に向けた
積水化学グループの進化

生物多様性が
保全された地球

環境負荷の低減

環境貢献製品の市場拡大と創出

自然環境の保全

自然資本へのリターンに貢献
環境活動推進力の
高い人材集団

（積水化学グループ）

3つの活動で貢献

特集
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進化の軌跡 —­環境保全、環境経営そして、CSR経営—

環境経営進化の3つのステージ

1970年代〜1980年代 1999年 2003年 2006年 2014年 現在

公害防止
法令遵守

環境創造型企業
環境中期計画
STEP-21

環境経営
環境中期計画STEP-2005
STEP-2005

CSR経営
環境中期計画（Take off）
環境サステナブルビジョン2030

CSR経営
環境中期計画
環境トップランナープラン

統合思考（E/S/G視点）
環境中期計画（Accelerate）
環境サステナブルビジョン2030

“エコロジーとエコノミーの両立”

“100年経っても存在感のある企業”

“環境は経営のど真ん中”

大久保 尚武

根岸 修史

髙下 貞二

歴代社長

環境保全

環境経営

ＣＳＲ経営

「3つの際立ち」：	環境、ＣＳ品質、人材
「3つの誠実さ」：	コンプライアンス
	 リスクマネジメント
	 情報開示と対話

STAGE 1

STAGE 2

STAGE 3

積水化学グループの環境における取り組みも2000年頃
までは世の中の大半と同様に、公害防止を中心とするもの
でした。しかし、1999年に社長就任した大久保が「エコロ
ジーとエコノミーの両立」をスローガンに掲げ、環境とは公
害防止であるとする“守り”の施策から、環境に優れた製品
などを経営の武器とする“攻め”の施策への転換を図りまし
た。この考えは、その後、「3つの際立ち」と「3つの誠実さ」を
軸とする環境中期計画によるCSR経営へと受け継がれまし
た。そして今、社会への責任を伴った持続的な成長を目指す
ために、事業活動にESG視点を組み込んだ統合思考による
経営へと継承されています。

特集
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社会への責任を伴った成長を目指し統合思考へ進化
当社グループは現在、2019年度までの3か年で「量

的成長」と「質的転換」を両立するとともに、社会への責
任を伴った持続的な成長を目指す中期経営計画「SHIFT 
2019 -Fusion-」を推進しています。

この計画は、Sustainable、Human Resources、
Innovation、Frontier、Transformationの5つをテーマと
しており、中でもSustainableでは、ESG視点で持続可能な

経営基盤を構築していくこと、すなわち統合思考の具現化
を目指しています。

その核となるのが、「環境貢献製品の市場拡大と創出」
「環境負荷の低減」「自然環境の保全」の3つです。これらを
推進していくことで積水グループが目指す「生物多様性が
保全された地球」が実現され、同時に、「SDGsで提唱されて
いる課題が解決され、持続可能な社会が実現された地球」

にもつながると考えています。
当社はこれらの第一歩として2014年には自然資本に対

する負荷と貢献量のバランスを見える化し、これを統合指標
として2017年度から会社のKPIとして活用しています。さ
らに、自然環境へのリターンを実現しつつ、企業としての成
長を実現していくためのカギとなるのが環境貢献製品の市
場拡大と創出であると考えています。

S Sustainable
　E/S/G視点で持続可能な経営基盤構築

H Human resources
　事業を支える多様な従業員が活躍

I Innovation
　際立つ技術と品質で新製品・新事業創出

F Frontier
　新分野・新エリア・新用途を開拓

T Transformation
　収益力を強化し強靭な事業構造を構築

基本戦略

“経営基盤”の強化

“３つの取組み”
「融合-Fusion-」
による加速
• 技術の融合
• 機会の融合
• リソースの融合

中期経営計画
 「SHIFT 2019 -Fusion-」

• 「量的成長」・「質的転換」両立
• 社会への責任を伴った持続的な成長

生物多様性が保全された地球

積水化学グループが目指す
「生物多様性が保全された地球」

「SDGsで提唱される課題が解決され、
持続可能な社会が実現した地球」=

生物多様性が
保全された地球

環境負荷の低減

環境貢献製品の市場拡大と創出

自然環境の保全

自然資本へのリターンに貢献
環境活動推進力の
高い人材集団

（積水化学グループ）

3つの活動で貢献

2017年度リターン実績 今後の目標

2019年度

2030年度

自然資本プロトコルの
考え方にも則している

90%以上

100%以上

84.1%自然資本の利用100に対して リターン

特集

Strategy
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新たなる視点による環境貢献製品での挑戦
当社グループはこれまで、環境保全の見地から環境負荷

低減の効果が大きい製品を環境貢献製品と認定し、グルー
プの売上高に占める比率を引き上げていく取り組みを推進
してきました。

しかしながら持続可能な社会実現に向けては、自然環境
の保全だけでは十分でないため、「世界のひとびとのくらし
の向上」という視点でみた社会環境に対する課題解決に資

する製品についても、環境貢献製品の対象となるように範
囲を拡大しました。

そして、新たな定義における環境貢献製品においては、ま
ずは、「健康寿命の延長」「社会インフラの強靭化と普及促
進」「暮らしの安全性と災害耐性強化」というカテゴリでの
貢献を拡大していき、「生物多様性が保全された地球」の実
現を目指していく方針です。

環境貢献製品とは 環境貢献製品において貢献を考える視点のSHIFT
積水化学グループの環境に配慮した製品の中でも高いレベル
の環境貢献効果を有し、かつ、お客様の使用段階においてもそ
の効果を発揮する製品。

環境対応製品環境対応製品

環境負荷低減の対象自社の事業活動

低い

高い

お客様・社会全体

環
境
貢
献
レ
ベ
ル

環境貢献製品

定義
• お客様および社会の環境負荷低減に確実に貢献できる製品・
事業

• 従来製品・システムと比べ、一定レベル以上の環境負荷低減
効果を有するもの

環境貢献製品

自然環境への貢献だけでなく、
社会環境にも貢献する製品を創出、拡大していきます。

まず、ここから始まります。

視点の多様化

エ
コ
ロ
ジ
ー
と

　
　エ
コ
ノ
ミ
ー
の
両
立

アジェンダは、人間、地球及び繁栄のための行動計画とし
て、宣言および目標をかかげました。17の目標と169の
ターゲットからなる「持続可能な開発目標（SDGs）」です。

自然資本の
リターンを拡大OUTCOME( 価値 )

ヒト・モノ・カネ・知識・
自然に対する価値の創出

SHIFT

「地球環境の向上」に貢献
「世界のひとびとのくらしの向上」に貢献

「生物多様性が
保全された地球」

の実現

• 快適リフォーム • インフラリノベーションシリーズ
　「インフラガード」

• HUD用くさび形中間膜

• 新興国でのインフラ埋設 • 減災型高齢者向けサービス付住宅
　「ハーベストメント」

• 介護支援設備「wells」

• 検査事業

社会インフラ強靱化と
普及促進

暮らしの安全性と
災害耐性強化

健康寿命の延長

自然環境への貢献 社会環境貢献製品

貢献可能なSDGsの課題

【グループビジョン】
積水化学グループは、際立つ技術と品
質により、「住・社会のインフラ創造」と

「ケミカル・ソリューション」のフロンテ
イアを開拓し続け、世界のひとびとのく
らしと地球環境の向上に貢献します。

特集

Strategy
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製品・サービスを通じたSDGsへの取り組み

太陽光発電システム搭載住宅
太陽光発電と蓄電池、HEMSで創・省・蓄エネを可能にした住
宅。居住におけるCO2を削減し、気候変動の緩和に寄与

ごみからつくるエタノール
可燃性のごみ（分別不要）をガス化し、このガスをえさにする
微生物の力でエタノールの生産を実現。石油資源を使用しな
い、廃棄物を活用する、製造プロセスでGHG排出がない等、
究極の資源循環社会システムの創世に寄与。

当社グループでは、創業以来さまざまな製品・事業
を通じて、社会課題の解決に貢献してきました。また、
2009年に国連グローバル・コンパクトへの支持を表
明するなど、国際機関や国際ルールへの積極的な関
与を推進してきました。ここでは、国連が主導になって
まとめたアジェンダ「持続可能な開発目標（SDGs）」
のうち、グループが事業活動を通じて貢献している製
品・サービスをご紹介します。

自動車用遮音・遮熱中間膜
エアコン効率化やガラス薄肉化により車両走行時のCO2を
削減し、気候変動の緩和に寄与

環境にやさしい
サステナブルなまちづくり
埼玉県朝霞市に創出する戸建住宅、商業施設、集合住宅を複
合したまちづくり「SEKISUI Safe&Sound Project」。積水化
学グループの製品・技術・ノウハウを融合させ、「安心・安全で、
環境にやさしく、サステナブルな」まちの構築を図る。

特集

Strategy



Sekisui Chemical Integrated Report 2018

23

Foundation
価値創造の源泉となる経営資本 DataなどCorporate GovernancePerformance

カンパニーからの報告Introduction Message from 
President & CEO

ポリエチレン管
エスロハイパーシリーズ
電気融着接合で管と継手を一体化することにより、漏水しな
い上水道管。漏水を防ぎ、資源（水）利用の効率化により資源
循環に寄与

合成木材ＦＦＵ
高い耐久性を有する合成木材。線路のまくら木として活用さ
れ、モビリティ走行の安全を強化

管路更生ＳＰＲ工法
老朽化の進む下水道を非開削工法によって、短い工期で更生
し、強靭化

タイにおける住宅
タイで生産・販売している省エネ性と耐久性を備えた住宅。タ
イでのCO2削減に貢献し、気候変動の緩和に寄与

フィルム型
リチウムイオンバッテリー
フィルム化により大容量化を可能にし、再エネ有効活用を促
進し、気候変動の緩和に寄与

ウイルス性疾患の検査薬
ウイルスに感染しているかどうかを診断する検査薬。病気の
早期発見につながり、健康寿命を延長

製品・サービスを通じたSDGsへの取り組み
特集

Strategy
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今、あらためて環境分野のフロントランナーを目指す
当社グループでは、環境貢献製品の対象範囲を社会環境

にまで拡大する一方で、自然環境保全への取り組みを深化さ
せる取り組みを活発化させています。その一つが今後30年
でGHGを計画的に削減していこうとする長期構想です。

この構想では、2013年度のGHG排出量94万2000ト
ンを基準として、ここ数年では既存設備の更新など環境貢
献投資※1によって排出抑制を図り、その後は生産方式の革
新やエネルギー消費量の削減、そしてエネルギーの調達方
法の切り替えや創エネルギーなどによってGHGを削減し、
2030年度には2013年度比26%減を目指しています。

また、この長期削減目標が、「パリ協定」の「２℃目標」を達
成するために科学的根拠のある意欲的な水準であること
を示すため、2018年3月に「SBT※2イニシアチブ」での認証
を申請し、6月に化学業界として世界で初めて承認されまし
た。この中で、SCOPE3※3に関する取り組みに関して上下
流サプライチェーンに対する働きかけも宣言していますが、
当社グループの場合、排出量の大きい「原材料調達」および

「製品の使用」段階での削減を推進していくよう取り組ん
でいきます（2030年度までに2016年度比でGHG排出量
を27％削減）。

これらの取り組みを通じて、2017年度には84.1%だった
自然資本に対する総合的なリターンを3年間で90％以上に
拡大し、2030年には100％以上に拡大していきたいと考え
ています。企業単独でも、国際的な協力の枠組みの中でも
環境分野のフロントランナーを目指していきます。

※1  現在の中計では売上高比で約0.3%を環境貢献投資枠に設定しています。
※2  �SBT（Science Based Targets）：パリ協定の採択を契機として国連グローバ

ルコンパクトをはじめとする共同イニシアチブが提唱。SBTイニシアチブによ
り、企業が定めた温室効果ガス削減目標が、長期的な気候変動対策に貢献す
る科学的に整合した目標（SBT）であることが認定される。

※3  �SCOPE3：その他の間接排出、サプライチェーンでの製造、輸送、お客様の製品
の使用、廃棄等

環境負荷の低減／GHG削減 長期構想 環境貢献投資の拡大

2013BM 2019
BAU

2030
BAU

2050
BAU

2019
積上目標

2030
目標

2050
目標

C
O

2排
出
量

※1 モノづくり革新：生産革新、エネルギー消費量の削減によるCO2削減
※2 エネルギーミックス革新：エネルギー調達、創エネ、使い方の変更によるCO2削減
※3 BAU（Business  As Usual)：通常の経済活動に伴い、増加する排出量

942
千トン

886
千トン

697
千トン

▲26%

GAP
GAP

▲6%

エネルギー
ミックス革新※2

モノづくり革新※1環境貢献投資

BAU※3

積水化学の目標

2050年に向けた構想を
今中期より検討開始
SBT、カーボンクレジット

売
上
げ
高
原
単
位
の
CO

2削
減
率（
%
）

今中期計画において
売上高比率0.3%超（120億円／3年）の環境貢献投資枠を設定
（中期経営計画における戦略投資枠）

投資額、削減効果ともに拡大

環境投資額の売上高比率（%）

40

30

20

10

0.1 0.2 0.3 0.4
0

従来の投資

今中期からの投資

特集

Strategy



Sekisui Chemical Integrated Report 2018

25

Foundation
価値創造の源泉となる経営資本 DataなどCorporate GovernancePerformance

カンパニーからの報告Introduction Message from 
President & CEO

組織体制の一新により変革を推進

統合思考への組織変革 環境貢献製品売上高・売上高比率推移

経営戦略部

経営戦略部の中に経営企画、CSR関連、IRを統合

2016年 2017年

社会背景
• SDGs
• COP21
• ESG投資

事業とCSR
の統合

コーポレート組織

経営企画グループ

計画グループ

IRグループ

広報グループ

CSR企画担当

環境経営グループ

経営戦略部

CSR推進部

経営企画グループ

計画グループ

IRグループ

広報グループ

CSR経営推進室

海外統括グループ

環境経営グループ

ここまでご説明しましたように積水化学グループは、環境
貢献製品の拡大と積極的な環境保全施策の推進、さらには
自然環境の保全によって、グローバルレベルでの持続可能
な社会の実現に参画していこうとしています。

しかし、全社的かつ中長期的な取り組みを持続していく
には、組織レベルの変革を遂行し、変革が一過性のものに
終わらないようにすることもまた重要と考えています。この

ため、他社に先駆けて、中長期的な企業経営をつかさどる
経営戦略部の中に経営企画、CSR関連、IRを統合し、経営計
画の中に、事業計画とCSRを一体的に推進する体制を整え
ました。

他方、内部組織だけでなく、外部視点によるチェック機能
も重要と考えています。このため、環境貢献製品に関して
は、その製品認定にあたり社外アドバイザーによる承認が

必要な仕組みを導入しています。
2019年には売上に対する環境貢献製品の比率を60%

（2017年度は50.2%）にまで高める計画です。製品やサー
ビスを通じた社会貢献によって、社会への責任を伴った持
続的な成長を実現し、今まで以上に社会にとってなくてはな
らない存在を目指しています。

（億円） （%）

環境貢献製品の売上高（左軸）
環境貢献製品の売上高比率（右軸）

FY07 FY19
目標

FY17FY15FY13FY11FY09
0

2,000

4,000

6,000

8,000

0

20

40

60

80

売上高比率目標
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